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ThepteridophytefloraofThailandisreviewedfrom thestandpointOfphytoge0 -

graphy. Itisevidentthattheso-CalledIiimalayanelementsare predominantin

thenorthernmountainousareaandMalesiaI-PeCiesaremanyinthePeninsular,al-

thoughadistinctfalloffloracannott,edeterminedexceptforthebroadareaoftheCentral

plainwherefewspeciesofpteridophytesgrow･Usingthedistinctdistributionalpattern

ofourmaterials,thephytogeographyofthePteridophytesisbrieflysummarizedwith

SpecialreferencetotroplCaldora. SomeexamplesareglVen(､OnCernlngthetaxawhose

vicariantsarcfoundincontrastingareas. Severalspeciesaretrcatcd,(nnsidering

thespe(､iation oftnxaand theirdistril)ution. Detとliled l'nterpretation mustawait

furtherstudy.

植物柏の研究は対象とする地域内にどのような植物が生育しているかという調査,いいかえ

れば植物目録の作成が最初の課題となる｡この段階では,植物相の構成要素である個々の種の正

確な同定が要求されるが,それは既知の種との比較鑑定の域に止まるべきものではなく,その種

の分類学 ヒの位置づけを確定することによってはじめて可能になる性質のものである｡ そのた

めには,当該地域に生育している樺についての正確 ･詳純な調査を必要とするものであるが,

また,特定地域の植物相の調査は対象とする地域だけが詳細に調査されて事足れりとするもの

ではなく,その近隣地域の植物相についての調査研究が,同じ精度を要求されるものではない

としても,相対的に重要な意味をもっている｡特に最近では,国や府県のように人為的に設定

された区画を対象として,植物相の研究が行なわれることが多いが,それは個々の種の分布域

とは関係のない地域である場合が多く,植物相を構成している種の同定を正確にするためには,

その種の分布域の延長線上に調査の輪を拡げることが必要になってくるのである｡ たとえば筆
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岩槻 :タイ国のしだ植物相と植物地耶

者 らがタイ国のしだ植物相の研究をする場合,その近隣域であるマレイ半島 ･スマ トラ島 ･ネ

パールと東北インドごそれぞれ現地調査をする機会があったし,インドシナについては標本資

料が相当量蓄積されておりその多くを検討することができたために,タイ因における調査研究

の意味がよく生かされるものとなった｡この場合でも,中国やビルマにおける調査が可能であ

れば植物相の精度は飛躍的に高められたことだろうが,現在のところ調査資料の乏しいこの地

域で研究の遅れていることは残念なことである｡ 蛇足かもしれないが一言つけ加えておきたい

ことは,近隣地城の調査は,この場合タイ国の植物相か らみれば構成種の分布域の延長線上に

あるものという理解が成 り立つが,それぞれの地域については,その地域の植物相の研究の主

題であり,それらの地域からみれば逆にタイ国が関連地域となっているのだということである｡

3度にわたる200余日に及ぶ自分自身の現地調査と, 他の研究者によって収集されている資

料のほとんどのもの0)研究に基づいて,タイ国植物誌のしだ植物の部分の原稿をいちおう完成

した｡しかしこれはタイ国の しだ植物相をわからせたというものではなく,それをわからせるた

めの資料というべき段階のものである｡タイ国内の調査についてもまだ完全というにはほど遠

く,周辺地城にしても上述のように調査の輪の拡がりは不完全なものであるoそれにもかかわ

らず植物誌をまとめるというのは,一つにはその地域内での調査をさらに進めるためにこの段

階での知識を整理するためであり,他方ではこの地域の知見をまとめることによって周辺地域

の植物相の研究に資するところがあるのを期するためである｡タイt副詞辺地域のしだ植物につ

いていえば,マラヤのしだの知識にやっと追いついた段階で,これによってインドシナやビル

マの植物相の解明に寄与することができるはずである｡

そのようにして現状における植物誌が編まれると,その資料を素材として系統分類学的研究

も進められるが,植物地理学的考察も行なわれる｡ それは植物相の研究の進行に応 じて,むし

ろ相補的に進展するもので,植物相の記載が整えば植物地理は明らかにされていくし,植物地

理の知識が進めば植物相についての資料も豊富になるという性質のものである｡ 現にタイ国の

しだ植物の分布については,この植物相研究のごく初期の頃にも簡単な紹介を試みている (岩

槻 1969)｡その時の一般的な理解の仕方はその後の調査研究で少 しずつ確かめられてはきてい

るが,一つ一つの事実については当時の認識が不完全であったことが分かってきていることも

いくつかある｡ その時記録されていたしだ植物の種数は520種ほどであったが, 今ではそれに

さらに100種程度のものが加えられており, それぞれの種についてももっとよく知 られるよう

になってきたo

植物地理の研究も,最初は偶々の種の分布域の確認から始められる｡)そうして,種 ･属 ･科

などの分類群によって,それぞれの分布域の重なり工合がどのように一致 しているかに基づい

て,植物区系が設定されるO そのようにして,日本の植物相は日華区系に属するとか,タイ国

の植物相は東南アジア区系に属するが,北部の山岳地胃には日華区系の要素が流れ込み,半島
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の南部はマレーシア区系に属する部分がある,とかといえるようになる｡しかし,植物地理学

の目的はそのような区系区分を確立することだけではなく,地球 卜の植物相がどのような史的

変遷を遂げて今日のようになってきたかを明らかにすることにあり,そのために現生の生物の

分布の様式がどうであるのかを知ることが区系地理学の段階であるといえる｡このことについ

ても,東南アジアのようにまだ植物相が充分調査されているとはいい難い地域では,まず個々

の種の正確な分布域が確定されることが肝要であり,さらに植物相の構成要素である個々の種

の類縁関係が明確にされなければならない｡)

植物の区系の標徴としては,樺 戸植物が材料とされるのが普通である｡ 植物の分布域は,そ

れぞれの種が分布域を拡大しようとする力と,様々な条件がそれを妨げているのとの括抗作用

の結果歴史的に定まったものであるので,比較的分布の拡散の速度が遅く,また生活条件が限

IJi:されているものを指標としたほうが区系の設定が容易であるということから,樺子植物が材

料にされることが多かったのである｡ しかし,最近になって,熱帯地方の植物地理を問題にす

るに際して,区系地理上の考察に限定されず一一一般的な樺の進化に関連してしだ植物を材料にす

ることの意味が改めて見盾されてきているりこれには次のような理由があげられるだろう｡

1) A.良.Smith(1972)の試算によると,汎熱帯に分布する属の割合は,種子植物では2%

にすぎないが,しだ植物では17%を越えているOまた1属に含まれる種数平均も,100以上の種

を含む属数もしだ植物のほうがはるかに多いことから,熱帯はしだ植物の分化の中心となった

ところであり,その植物群の分布は系統的な類縁の解析にとっても重要な意味をもっている｡

2) 種子植物では小胞子 (花粉)が拡散しても大胞子をもっている胞子体 (親植物)のある

ところでないと発芽ができず,種が新しい生育場所に達するためには種子 (若い胞子体)か無

性芽,あるいは胞子体そのものが運ばれる必要がある｡ それに対して,しだ植物の場合は胞子

が両性的な配偶体を作り,自家受精 して胞子体を作ることが多い(Klekowski&Baker,1966)

ので,胞子の拡散がそのまま分布域の拡大につながることになり,拡散そのものを抑止される

ことが少ないoそのため,地史的な要素が分布の制限要因になる割合が低く,地形 ･地質や気

候など現在の牲宵環境の関与する割合が高くなっている0

3) 種子は拡散するのに他の動物種に依存することが多いし,また受粉の機構のように動物

が種子植物の牡宵に関与する割合が高い｡さらに,人為的な移動も,意識的 ･無意識的に行な

われており,いわゆる史前帰化植物のように半自然的な条件で分布域に人為が加わっているこ

とがある｡ しだ植物の場合,他の動物,ことに人間によって分布域が影響を受けるのは,人間

による自然改造に伴うものを除けばほとんどないといってよく,より自然そのものの分布がよ

り単純に追跡できる｡

4) しだ植物では染色体数が大きく,平均で50を越えると試算されている｡異質 4倍体のも

のでは,その両親より分布域が狭いか,両親の一方とほぼ同じで他方より狭い分布域をもっ こ
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とが知られている (Wagner1965,A.R.Smith1971,ほか)o Lだ植物ではアポガミ-の生起

率が高く,現生種の約 1割 のもので鯉性的に増殖が行なわれているらしい｡そのような細胞レ

ベルでの変異が しだ植物の分布や種の分化とどのような関わりをもっているかはまだ研究が始

まったばかりのことであるが,植物地理学上も興味ある資料を提供することである｡

Ⅰ タイ国におけるしだ植物の分布

しだ植物の分布論に関して,少なくとも上に述べた点については常識としてわきまえておか

ねばならないが,特に2)の理由などによって,種子植物を材料 として設定された植物区系がそ

のまま適用されるものでないことはよく知られた 事実である (Winkler1938,ほか)｡ それで

も,たとえばタイ固のしだ植物相をみてみると,北にヒマラヤ要素といわれるもの,南にマレ

ーシア要素といわれるものが侵入 してきていることははっきりしている(Iwatsuki1972,73)0

そこで,全体としてどのような分布の様式を示すかを大雑把に通覧 してみたい0

半島タイにおけるしだ植物の分布- 全体の傾向からいえば上述のように南からマレーシア

要素の侵入が見 られるのは事実であるが,さらに詳細に個々の種の分布域からいわゆるフロラ

の滝を求めようとしても,半島タイのように地形や気候が漸次移 り変わっていくようなところ

でははっきりした区系地理学上の境界線を設定することはできない()たとえば,半島タイ最南

端の Yala,Narathiwat,Pattaniの3最は少 し古い記録ではひっくるめて Pattaniと呼ばれて

おり,マラヤと同じような植物相がみられるといわれてきた｡ この3鬼に180余種のしだ植物

が記録されているが,そのうち,

SelagineZZa∫trigo∫a,Mzlcrolepiaridleyi,NephrolePi∫radican∫,Asplenium m̀lidulum,BlechnumJGnZay-

∫onialZum,Elaphoglos∫um penin∫uZare,LomarioP∫i∫cochinc/n'nenJi∫,Tee/ariame/anocauli∫,T.rumici･

f"h'a,T/ie/ypten'∫jerox,T･laruzefl∫l'LT,T･glanduZosa,T.ex∫culpta,ろ′rro∫iaangu∫tata,LemmaP匂′ZZum

acceden∫,C,,/y∫i∫macrop句ノlla,Cryp∫inu∫∫tem(,phyllu∫,ProsaPtialey∫ii

の18種はこの地域より北には見つかっていない｡そのうち,AsPIem'umniti'duZum はNarathi-

watまで, PJノrra∫2-aangu∫tafaと Co/.V∫2'∫maCrOP々 γ/Zaは NarathiwatとYalaとの両県に産

するが,それより北には生育しない｡他の15種はマラヤにはあるが, タイ国ではYalaにしか

産 しない｡同じように,Songkhla,Satun両県にまで北上するのは,

J,indsaeacultrata,IJ.ParalleZogramma,)-.Z●ntegra,Z･.dZberge71∫,Humataangu∫lata,Ctenittsm●h'S,

Teclariatenuifohla,D車Iazium ∫ubserratum,)-oxogramme∫√β/ope71drina

の9種で,さらに Trang,Phatthalungまで達しているものは,

Glc3'tjleniaspecio∫a,Crepz■domEme∫hurziz,',I-indsaea,zapaea,DayaZZodc∫7Ji∫cidu/um,Asplenium∫guamuZa･

lum,ノ17i'crogoni'tHn/lelerocarPum,CrJJPjllnu∫eneryis,I-oxogramme∫ubcu∫tala

の8種である｡
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上にあげたものには低地の植物が多く,着生のものでも密林中に生育するようなものではな

いし,地上生えの雑草的なものも含まれている(〕これに対して,NakhonSiThammarat児の

KhaoLuangを北限とするものには,

勾ノCOPodz'um pi∫cz̀um,I-･nun/muZariFolia,jl/Farallia∫ambucz̀na,Mecodz●um productum,Mmlngtum

acanthoz'de∫,Ml'crotn'cJBoma7ZeLrdなZ'tatum,Gonor♂rmu∫∫iame71∫i∫,MacrogZcnagemmata,ll/).mezfoh'a,

Tapez●nz■dz●um Zugonicum,DavalfiacornicuZata,VaginuZariaparadoxa,V.lrzlChoz'dea,AspZem'umbaluen∫8,

A.707igZ●∫∫imum,A.perahen∫C,EZap/10gZo∫∫um anguZatum,BoZbz'lz̀∫∫Z●nuata,Po/y∫lz●chumprohfca71∫,

/feterogoniumaide,rwereZzz'Z',BeZm'∫Z'amucronaza,CryP∫Z'nu∫trz'lobu∫,C.lacim'azus,Grammz'tz'∫jagon-and,

Xti,hoptm'∫hz'eronymu∫ii,Ctenopten'.rmoZZicoma,C.tcnuz'∫ec/a,Pro∫aplZ■aL7,/ebz●ca,Ca/ymmod07ia∫Z■atz-la

の29種があり, そのうち16種はタイ国では KhaoLuaI唱 だけに知られているものである. こ

こにはコケシノブ類6種とヒメウラボシ類6種が合まれており,それらの多くは蘇苔林に限定

された生活形をもっている｡ 地形的に KhaoLuangは標高 1786m と半島タイでは最も山ら

しい山であり,特に典型的な蘇苔林が発達しているという点ではこの日｣以外に半島タイでは生

育場所の見当たらない種もあり,ここを北限とするものの多いことの意味がはっきりしてくる｡

さらにタイ国では KhaoLuangだけに知られるもので,Mm'ngz◆um bontocen∫eはフィリピン

に生育するものであり,Co/y∫2'szpuz'は｢回t<Ilの広東 ･広西両省のものである｡また Chrz'sten∫(,一

m'aae∫cuhfolz'a はアッサムからジャヮにかけて点々と記録されている系統的にも特異な種で

あるが, これもタイ国では KhaoLuangだけに知られている｡ 一般にこのような深山には多

様な生育環境が含まれており,そのために豊富な植物相がみられるので,この山にも特殊な分

布をするものがあるのは領けることではあるが, さらに KhaoLuangは半島タイではいろい

ろな植物学者によって度々調査されているところであり,筆者自身も再度現地調査をしている

というのも見逃がすことのできないことであろう｡

半島タイでは南半分-のマレーシア要素の侵入がよく話題にされることであるが,個々の種

の分布北限を並べてみると,KhaoLuang以南で上記の64種が北上の頭打ちになっているのに

対して,ChumphonからKrabi,Phuket,NakhonSiThammarat(KhaoLuangを除く)ま

での7県まで北 ヒしてきて,タイ因ではそれより北には知られていないというものは次の58種

であり,ほぼ同じ数であることが分かる｡

PsilotumcompZanatum,SeZaginel/awaZZichi7,I,GZez●rheniamzlcrop々 γ/Za,Dicranopteri∫申Iendida,Lygodz●um

lim'natum,MecodiumjaVanicum,Mm 'ngZummeyem'anum,jl")･AoZochi/um,M･denticuZazum,Trichoma72-

e∫maxz'mum,CaZ/i∫toPZeri∫apizfoh'a,Reedz●ahumz●/e,Crepidomane∫brt7V少e∫,Mz'crogom'umbimargz̀natum,
Lz●ndsaeabouillodii,I-.dorJtP/iOra,Ll0b/anrどOZata,I-Ipara∫Z◆zila,HumazaPelll-nala,lJ./zeterop々 γ/fa,

Nephro/epz̀∫davaZZiotde∫,LSy71grammaah'∫mzfo/ia,Adia7Ztum ∫tenOChZamy∫,Viztan-a∫coZopendriua,
Pzeri∫/ong少innuZa,A merten∫ioide∫,ノIsPZem'um thunbe7･gZ'i,Cteniti∫man71ii,Tectan'a barberi,T.

amph:foZia,T･∫ingaporea7la,T･㌣a∫ta,T･maZ■ngayi,PZeocnemz■ahemiteh'ifolia,T/ie/ypterz'∫V～■∫√〃∫a,T.

cra∫∫lfoh-a,T･um'ta,T･po/ycarpa,T･mcm'∫cz̀zlcarpa,Dzj)/azz●umacceden∫,D.cordzfoh'um,D.,nban◆um,
D･bantame7i∫e,D･∫orzogone71∫C,D･ma/a"en∫e,D･ t.renato∫errazum,D疹I-'∫{onjugata,ろ′rro∫2-a
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Penangiana, Myrmecophija cru∫lacea,SeZ/なuea heterocarpa,Grammiti∫ hirtclZa,G.adsPer∫a,

Ctenopzm'∫moullonii,Prosapziaobh'guaza,P.contなua.P.alala,C̀ZiymmodoncucuZZazus,Acrosoru∫

trianguZar2'∫.

さらに南からの要素は,タイ国に限っていえば,東南部や西南部,さらに中央の KhaoYai

などから東北部の山に出てくるものもわずかながら知られている. もちろん,県単位で種の分

布北限を並べても,個々の種の生育条件の満たされている場所がそれぞれの県についてどのよ

うに分布しているかを示さなければ,その分布が限定されている要因が何であるかを指摘した

ことにはならないし,漸次的な変化であるといい切ることもできない｡ここでは種名を列挙す

るに止めるが,植物誌では生育場所についてもう少し詳しく記録されている｡ かつて Pattani

だけがマラヤとの関連性の深さを指摘されていた理由の一つに,しだ植物についていえば特に,

E.Smith夫人がこの地域を詳細に調査していたことがあげられよう0

以上の事実から,タイ半島部のように比較的変化の乏しい地形で,気象その他の環境条件も

漸次移り変わっていくようなところでは,しだ植物のように拡散する速度が比較的早いもので

は,植物相の移り変わりも漸進的であって,顕著なフロラの滝は認められないということが確

かめられる｡ 気候などにしても,等温線や雨量を表わす線などで区切られているところは漸進

的な変化を数字が移行するところで区切ったもので,そこに特別な条件の飛躍が認められるの

ではないのであるが,植物の分布にしても特別の障害要因がなければそれと同じように徐々に

変化していくものである｡

北タイにおけるしだ植物の分布- 半島タイでみられたのと同じような漸次的なフロラの変

化は北タイにおけるいわゆるヒマラヤ要素の種の南下についても認められる｡ 北タイにはDoi

lnthanonや l)OiPaHomPokのようになだらかな斜面が山頂まで続き,現在では焼畑による

損壊がはなはだしいにしても,かつては美しい常緑林が発達していたような,標高 2000m を

越える山々とか,DoiChiangDaoのように, 2000m を越える石灰岩塊ともいうべき岩山と

か,いろいろな環境が準備されていて,山頂付近にはいわゆる温帯性の種が生育していること

は,しだ植物だけでなく,種子植物についてもよく知られていることである(Smitinandg/α/.

1970)｡ しだ植物でも,ヒマラヤ地域にはごく普通にあって, タイ国では Doilnthanonの山

頂付近だけに見られるものとして,

PZagiogyriacommunt∫,Denn∫taedtl'a∫Cabra,Ptertsnepalen∫才'S,DryoPterishender∫oni,At々γn'um ∫eZz'-

ferum,PZeopeZti∫con/orta,CryP∫inu∫ebemj)e∫

などがある｡一方,Doi(二hiangDaoの高いところの石炭岩上に限定されている温帯性の種と

しては,

SeZagtnellavaginata,S.tamarz■∫ct'na,Ara2-0∫tegz■ap∫eudocy∫loPteris,Gymnopzeri∫zJe∫Zita,Cheilanthe∫
rufa,Aspleniumantroph_yoide∫,A.T)arian∫,A･exなuum
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などが挙げられる｡ その他のもので,北部の千数百メー トルを越える高さのところだけにある

ものとして代表的なものを列挙すれば次のようなものであるo

SeZagl-neZ/abi∫u/cata,q′a/beachz■nen∫2'∫,C.spz'7Zu/osa,jl,7Z●croZepz'a,#rma,Arazlo∫legiafabm'ana,0/eandra

waZh'ch'Z●,Com'ogrammepeteZolz-Z',C.Prorgra,C/ieilanzhe∫∫ubrufa,JIntrop々 γum.r/enoP/zyZZum,A.oboz′azum,

Vl'tzarz'aforre∫tz■ana,Ptm'∫∫ubguinata,P.aspm'cauh'∫,BoZbittl∫r♂∫lata,Acrop/iOru∫∫tZj,eZlatu.F,Poケー

∫tz̀̀･hum Zi/ldJlaefotium,P.J.emZ:ferti/C,P.tenggererZ∫C,Arac/im'〝ahla∫∫amica,Dryopzeri∫neoc/zry∫or〝ma,

D.2oro∫a,'(leczariaPhaeocauZi.T,J'zeridry∫cTZCmidaria,1_una/hyrt'umjapom-rum,Dz〆agz'ummun■ca/um,
PyrroJja.jgoclZ,/lo∫n,P.heterarlz●､F,PZeope/zz●､r∫ud/2'nt,an●∫,P.lAz●72Hz∫Z●∫,(1ryp∫7-nu.どgrz#/hi'anu∫,Po鋤 odz'um
mz■Crorhz'b"0〝/a.

北タイでは季節風の影響を受けて,乾季と雨季の差が歴然としており,特に11月から翌年4

月にかけての乾季の半年間におけるChiangMai(標高313m)の雨量はわずか 132mm に達

するのみで,これは年間降雨遠の約1割に相当する数字である (世界気候誌第 1巻 『アジアの

気候』による)｡そのため, 低地では落葉林が乾季になると 日本でいう冬枯れの状態となり,

それでいて酷しい目腰があるために,林床植物は雨季にしか縁とならない｡ということは,乾

季になると落葉するような特殊な種しか生育していないということで,事実北部の低地にみら

れるのはほとんどが生活力の非常に強い,いいかえれば分布域も非常に広いようなものという

ことになる｡ 代表的なものとして,

Zycopod3'um rgrnuum,SeZag2'neZZat,∫zenfeZdii,S.Pube∫cen∫,El/uzl∫etumdebile,LygodiumZaPonicum,I.

,HexuoJ､um,L･gなanteum,Dicranopteri∫Zi71eari∫,Cibolz●umbarome/I,Ceratopteri∫tha/iczroide∫,Cheilanthe∫

tenulfo/ia,C.beZangeri,Adz'anzumcaudatum,A･MZZingm',A.Cry/h'ae,Stenoch/aenapaZu∫tn-∫,BZechnum

orienza/C,CteJlizl'∫maul/en∫Z●∫,Tectarl●aZ′arZ●olo∫a,T po/y777-Aha,TheljQteri∫torre∫iana,T.para∫Z'/Z'ca,

T.dentata,T.terml■nans,A71i∫ocaml)ium cumz'71gi'a71um,D車Iasz●um e∫ru/entum,j'J" (,∫l'aad7Za∫EV72∫ ,

Drynariabonii,D.guerczfoZia,D.γなZ'duZa,Mar∫i'Zeacreuaza

が挙げられる｡

北タイで常緑林が発達するのはだいたい 1000m以 l二の高さのところであるo高度が高くな

れば,山に霧が巻くことになり,たとえ乾季でも降雨量が大きくなる上,雨量の測定では数字

には表われてこないことではあるが, 空中湿度が 高くなって着生植物が多くなる｢)だいたい

1000m 前後の高度から上では,乾季でもほとんど毎日のように霧がかかり, その地域に常緑

林が発達することになる｡常緑林では林床植物も豊かになり,さらに標高2000m 前後のとこ

ろには蘇書林も出現 して着生植物も多くなる｡ そういうところでは,森林はネパールやインド

のダージリン近辺などの 2000m 付近で蘇苔林の発達するところとよく似ており,ネパールな

どの2000m付近に普通の種のうちのいくつかが北タイにまで達していることも容易に理解でき

ることである｡ 要するに,生育条件が少しずつ変化しているところでは,植物の種もわずかず

つ置き代わっていくということである｡

それに対して,低地は上述のようにはなはだしい乾燥がみられ,そこではたとえば同じよう
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に乾雨季の差の顕著なネパ- ルの低地にもみられるような広分布種が生えているだけで,いわ

ゆるヒマラヤ要素の種の生活場所は与えられてはいない｡そのために,北タイの山岳地帯にま

で分布域を拡げているヒマラヤ要素の種で,それ以南まで分布域をもつものは,西南部の山岳

地帯に沿って南下するもの,東北部 ･中央部 ･東南部の干数百メー トルの山頂付近を点々と連

ねて南下するものなどがあってマレーシアの二千数百メー トルから上ではわずかにヒマラヤ要

素の種をみることがあるけれども,その数は非常に少ない｡すなわち,生育条件が比較的急激

に変化するために,生育している種も多くのものが比較的突然に置き代わっている｡山地性の

植物にとって,低地は海と同じような分布の障害となっており,多くのしだ植物にとってはタ

イ国の中央平原の乾季は分布の拡散の中間地霜にはなれないものである()

以上のことから,一般論として,しだ植物の分布境界は種によって多かれ少なかれずれがあ

り,全体としての区系の境界としてはゆるやかな変化がみられるだけで,急激なフロラの滝は

存在 しないということが分かる()Tryon(1970)は主として島峡における分布資料から, しだ

植物の分布域の拡散は相当遠距離まで可能であるとしており,そのことから,しだ植物の分布

を決定しているものはむしろ生育地の条件の差であるらしいことを示唆している｡ しかしま

た,個々の種についてさらに詳しい比較をしてみると,そういう一般論で律することのできな

い例も挙げることができるoここでそのいくつかを比較してみたいO

地理的分化のみられるしだ植物- タイ国において,[巨央平原を挟んで大雑把にいって北-

はヒマラヤ要素が入ってき,南-はマレーシア要素が北上してきている｡その関係をもっと顕

著に示しているのが,地理的な拡がりに平行に種分化のみられる例である｡

Hennipman(1970)は-ッカシダ属の研究の過程で,BoZbz't2'∫ V2'ren∫に北方型の var.vZ.re7iS

と南方型のvar･comPactaを識別した｡これは胞子葉の特殊化の程度を類型化し,形態的な中

間型のないことも考慮して,その差を種分化のさきぶれと解釈し,変種として区別したもので

ある｡ var.vi●ren∫はヒマラヤ東部からビルマ北部, それと北タイの 山岳地嵩から東南部の

KhaoSoiI)ao,西南部の SaiYok(この場所には山地性のものが比較的多く知られている)に

まで分布しているもので,葉の2型が確立しており,胞子葉の羽片の良さは幅に比して15倍以

上,完全に acrostichoidの状態となるO これに対して,var.comPaCtaはマラヤとカンボジア

に知られており,タイ国では半島部の Phuket県とKhaoChongにあることが分かっている｡

この変種では胞子葉の羽片の幅が広くなって,長さが幅の3-7倍で,acrostichoidの状態を

示すが,胞子のうが脈と辺縁に極限されるようなものもでてくる｡

オオタニワタリの類は指標形質が単純であることから種分化の過程や類縁の追跡の難かしい

群であるが,Holttum(1974)はこの群の再検討を行なって種差を指標する形質などを整理し

た｡そのうち,AsPlenZlumAhyZh'lidl'S はこれまでヒマラヤ地域からマレーシアをニューギニ

アまで分布するものとされていたが,この種のうちで北方型と南方型の胞子は表面模様を指標
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として明瞭に識別されるので,亜種の階級で区別すべきであると提唱している｡筆者も数年前

からこの問題に興味をもち,胞子の表面模様のほかに,外部形態でもソーラスと葉脈の関係な

どに差がみられることを確かめている｡ そうして2型を識別すると,subsp.Jb々γ/Zz●tz'dz'Sは南イ

ンド･東北インド･雲南 ･海南島,それに北タイのTakとLampangに分布しており,subsp･

ma/esz'cum はマレーシア地域に広 く分布していて,商ビルマ,インドシナと,タイ国では半島

タイから東南部,それに Kha′oYaiまで分布 している｡

ヒトソバ属のPyrro∫2'az,arz.aとP.nudaは非常によく似ていて,別種であるかどうか疑わ

しいようなものであるO両者の差は,葉の基部に葉柄がはっきりするかどうか,そこにつく毛

の密度,Lil肋に暗褐色の色がつくかどうか,といったようなはっきりしないものであるOそれ

でも, ヒマラヤ地域から北ビルマ ･雲 南 ･インドシナにある型と, スマ トラ･マラヤからマ

レーシア地域をニューギニアまで含めた上,ポリネシアにまで知られている型と,典型的なも

のについていえば弁別は不可能ではない｡ タイ因では種差はやや不鮮明であるが,北方型のも

のが Takに, 南方型のものが半島タイから西南部のWangkaと東部の PakTlhongChaiに

まで分布している｡

同じ着生植物でも蘇苔林に生育するもので CtenoPten'S∫ubfaZcata がやはり広い分布域を占

めていることになっている｡この種についても,ヒマラヤ地域から南支那を経て北タイの山岳

地帯にあるものと, セイロン･マレーシア西部などにあって, マラヤからKhaoIJuangにま

で分布しているものとは葉質 ･葉の切れ込みや裂片の形状などからみて,おそらく種の階級で

違ったものと思われる｡

その他,Se/agz●nefZahe/ferz●と S.ze)2'ffdenozLJZ'2',LoxogrammecAz'nen∫2'Sと L･∫ubeco∫taza,

The/JPterz'S∫ube/ataとT.∫umazrana,Mz'cro/e22'aPZatyP γ々f/aとM･hurzz'Z', M･JPuberuZaと

M.rz'物 ノZ',PoZys12■chum b2'ar2-statum とP.Prolzfcan∫などは, 上の場合のように典型的なも

のとはいえないが,対立種がタイ中央平原を狭んで南北に隔離されているものである｡ただし,

これらの南北の隔離については形質の差に共通性は認められず,個々の場合それぞれ独立に分

化したものと考えざるを得ない｡

タイ国におけるしだ植物の固有種- 固有種はその地域に限定されたものであるから,その

地域内で分化したものか,より広い分布域をもっていた種が,他のところでは絶滅して,その

地域内だけで保存されてきたかというものである｡ タイ国に固有のしだ植物には,

SelagineZZa/indhardtz'i,CrePz'doma71e∫megZ●∫tO∫tOmum,C/leiZanthe∫auz'catu/a,Adiantum ∫iamen∫e,

AntroP々γumwinitii,Pteri∫phuZuangen∫i∫,AspZem'um∫l'ame"∫e,E7aPhogZo∫∫umdumr,,,lgZ■Z●′I-omagra-

mmagro∫∫o∫errata,Po/y∫tz'chumattenuatum,C/eniti∫dumrongz'Z̀,Heterogoniumhe71m'25mam●i,Tectarz■a

gγmno∫ora,The/yPteri∫∫imane∫Z-∫,D車Iazz'um ∫iamen∫C,P/eopc/tis oospAaera,CrJ,P∫Z◆nu∫/zir∫uzu∫,

Arthromeri∫phuZuangen∫i∫,Po/ypodiumgarretzl'i,Xzb/zoPterZ'∫A/zap/uangen∫Z'∫
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があるが,このうちには極端な特異型というべきものも含まれているし,近似種との比較研究

を必要とするものもある｡さらに,固有種と同じに考えるべきものとして, ビルマやインドシ

ナ･マラヤなどの近接した場所とだけ分布域を共有する稀産種があり,そのような例として,

Selaginella∫trigo∫a,MicrogoniumparytfoZium,Lindsaeamalayensis,NolholaenaZ′eZutina,Cheilanthe∫

fragili∫,Adiantumerylliae,Aspleniumperahen∫e,A･rockii,BoZbl◆liJ.207lhinen∫i∫,B･loPelandii,Teclaria

laolica,T.lenm:Fron∫,T.lernifolia,Dzj)Zaziumpetelotii,Po/yPodiumbeddomei,LoxogrammeZaTlhohien∫i∫

などがあげられる｡

タイ国のしだ植物の固有率を3%と算出すると,-ワイの71%,マダガスカルやフィリピン

の47%,ニュージーランドの37%などという数字に比べて遥かに小さい数字であるが,陸続き

では,カリフォルニア州の9.5%からテキサス州の1.1%というような例まであり,それほど目

立つ数字とは思われない｡むしろ,個々の固有種についての特殊化の後づけの進め方が問題で,

タイ国のしだ植物の場合も,PoIM odu2'm garretl2'i', P･beddomei■,CryPsz'nu∫hirsutusに共通

に出現 している腺毛の形質などについての解析が,この地域の植物地理の特性について何らか

の示唆を与えてくれるものかもしれない｡

ⅠⅠ しだ 植 物 の 分 布 域 と種 分 化

種分化の活発な分類群- 同じ地理的分化 のみられるものでもThe/yPleri∫vi∫co∫a の場合

は特殊であるC, この種はマレ-シア地域で蘇苔林より上に頂を突き出している山の頂上近くの

腐植土の多い林床に生育していてタイ国では SuratThaniの Kha()Nawng と NakhonSi

Thammaratの KhaoIJuangで知られているO他に,マラヤ ･スマ トラ･ボルネオ ･フィリ

ピンでも同じような場所で採られているが,これが変異の大きな種で,Holttum はそれぞれの

場所で種分化を達成したものと見なして別種の取 り扱いをしようとしている (未発表,私信に

よる)｡この種の場合,生育場所が特異であるために, ヒマラヤ要素の南下の場合よりももっ

と典型的に,低地が分布地域拡散の障害となっている｡ その意味では,山頂部は島峡と同じよ

うな意味をもっており,隔離された状態で種分化が進んでいるものといえる｡ヒメシダ属は熱

帯で様々な型-の変異を現在も活発に示しており,T.visco∫aのように生育場所が特殊化した

場合,それぞれの場所における分化はある程度進んでいるという判断を下すほうがよいと考え

られる｡なお,Tryonの取り上げた島峡のしだ植物にはいわゆる広分布種が多いが,拡散に関

しては山頂も島峡もよく似た条件であるとはいえ,生育場所の特殊さの程度が全 く違っている

ので,変異の大きさまで同一視することはできない｡

種分化が活発に進められており,分布域の拡大が隔離機構を乱すようにはなっておらず,也

域的な種を多く含む群として-ゴの例があげられようO この属にはマレーシアから191種が列

挙されており,その多くのものが限定された区域内にしか分布していないことが明らかにされ
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ている (Holttum 1963)｡ その地域の広さは T.vz'sco∫a の場合のように極限されたものでは

なく,スマ トラ中部やセレベス西南部というようにある程度の拡がりをもったものであるが,

一般のしだ植物の分布域の大きさからみれば,へゴ属全体として個々の種の分布域は狭いとい

える｡ これは, 多くの場合へゴは密林中に生育しているので胞子の 拡散が妨げられており,

Cyatheacontamz'nansのように森林の外で生育している種では分布域も広いという説明が与え

られることもあるが,邦露程についていうと,森林中に極限される-ゴが相当広 く分布 してい

るのに対して,森林外でも樹冠を展開するヒヨケへゴは割合狭 い分 布域しかもたない (岩槻

1963)ことから,この属の分布を上述のように割り切って考えることはできないようであるO

ホングウシダ属はタイ国では18種知られているが,このうちタイ国内では1カ所でしか見つか

っていないものが5種,2カ所だけ知られているのが 2種を数える｡いずれの場合 も種全体と

しての分布域がそう極限されているとはいえないが,生育地の条件に特殊なものがあるようで

ある｡ この属のものは一般に栽培が難かしいが,それも生育条件と関係のあることであろう｡

拡散が容易であることと,ある場所で生督好適地に行きつくこととは同一のことではなく,気

候帯のような一般的な条件-の適否とは別に,もっと厳密な生態的条件への適否が個々の種の

属性にあり,その表われ方に種特異性のあることを,この事実は示しているようである｡

種分化と地理的分布- 近縁な種群が形質の分化と並行 してどのような地理的分化を行なう

か,もし形質分化と地理的分化の間に何 らかの因果性があるとすればその解析は生物地理学に

とって最も重要なテーマの-つになるはずである｡

チi7センシダ属のホウビシダ群は,多型な広分布種であるホウビシダの近縁種数種を含んだ

ものである (Iwatsuki1975a)｡ ホウビシダはアフリカか らポリネシアにかけての 旧世界の熱

帯に広 く分布 しており,あちこちで沢山の名前がつけられていることからも想像されるように,

形態的に変異の大きい多型な種である｡ホウビシダは密林中の渓側に多い種であるが,その変

種のヤクシマホウビシダはもっと水生的な生育場所に生えており,ほとんど常にしぶきを被っ

ている｡この型では葉の細胞層は2層にまで単純化 し,気孔もほとんどないか非常に少なくな

っている｡ 現在までのところ,ヤクシマホウビシダの型はヒマラヤ地域からベ トナム,中国の

貴州 (報告は他の省からもあるが,資料を確かめてはいない),台湾,フィリピン,ボルネオ,

ジャワ,それに西南日本に知られている｡ こういう特殊型はおそらく同一の環境条件の下で地

域ごとに独立に平行的に分化してきたものと推定されるが,ホウビンダとよく似た種で中南米

の As2/enz.umobtu∫zjToh'um にも同じような半水生型変種 var.ag〟αzicumが知られていること

もその推定を裏付ける傍証となるだろうO また,ラ-オシダもホウビシダに近縁のもので,こ

れは逆に水を離れて林床に生じることが多く,分布範園も旧世界の熱帯を通じてホウビシダと

同じように広 く,おそらくは地域ごとに独立に分化してきたものと推定できる｡それに対 して

ウスイロホウビシダ Asp/eniumSubnorma/eはフィリピン･ボルネオから台湾の紅頭峡と琉球
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の与那国島にまで産することが最近確かめられた｡これは,ホウビシダから特定の地域で分化

して,それが分布域を拡大していったものではあるまいか｡この場合,限定された分布域だけ

で知られており,しかもその分布域に同じような拡がりをもつ種が多いということが,上の推

定の根拠の一つとされる｡ 事実,フィリピンとボルネオは植物相に似た点があるし,フィリピ

ン北部に知られている種で紅頭峡から南琉球まで分布域を拡げているもののあることはよく知

られた事実である｡ さらに,多型種でいろいろ名前もつけられたことのあるホウビシダの生殖

の型を調べてみると,正常な胞子生殖を行なう型とアポガミ-を行なって配偶体に有性生殖器

官を作らない型とがある｡ 日本のように分布限界のものではアポガミ-のものが多いようであ

るが,鹿児島県以南には正常のものも混っており,熱帯を中心とするこの種の生殖様式の変異

は種分化との関連で興味のあることである｡

テガタホラゴケは旧世界の熱帯に広 く分布するものであるが,これも地理的に分化のはっき

りしたものであることが確かめられた｡Tn'chomane∫de宮itatZlm はマウリティウスに知られ,

T.,GabeZZatum は半島 タイ ･マラヤ ･スマトラ･ジャワ･ボルネオ ･フィリピン･ニューギニ

アに知られ, その-変型ともいうべき T.d2'chotomum がスマ トラとジャヮに知られている｡

また,T.taeniatum はソロモン･サモア･マ-キサス各諸島に,T./yaZhlZ●var.neocaZedom'cum

はニューカレドニアにそれぞれ知られている｡ この種 (群)の場合などは形態的に単純な構造

をもっていて分化の程度を指標する形質が不確かなものであるので,分化の過程までを確実に

追っていくことは難かしいが,しだ植物の場合でも分布域の拡散がいつでも無際限に行なわれ

ているのではないということを示す材料にはなるかもしれない｡

同じコケシノブ類でも,ウチワゴケの場合は,分布域 ･形態学的性質 ･生殖の様式が,ある

程度の相関を示 しているものといえる｡ウチワゴケの仲間では種を識別することが難かしく,

邦産のウチワゴケと旧世界の熱帯にあるT.Prohferとが同じ種なのかどうかもはっきりしな

い (岩槻 1975)｡ 特に出芽 して栄養分体で増殖するという形質が, ほとんどウチワ型の葉形

をもつものにまでみられることから,両者の識別はますます難かしくなってきた｡そこで,こ

の2型がどのような分化を遂げているかを整理してみると, (1)形態学的形質では,羽状分岐

をする葉と扇状葉との差が出芽の有旗と関係している, (2)分布域でいうと,暖帯や熱帯の山

地には扇状葉の型がみられ,熱帯の低地では出芽の頻繁なものが多い, (3)そして生殖の様式

については,羽状分岐のものでアポガミ-が,扇状葉で正常な生殖の報告がある｡ウチワゴケ

の仲間は多湿な環境にあるもので,植物体全体が小さくて簡単な構造であるだけでなく,内部

構造でも維管束などに極端な単純化がみられる｡そういう様式の進化を行なった群で種分化が

みられる場合には,出芽やアポガミ-のような生殖様式の特殊化も,生育場所の拡大と関連し

て重要な役割を果たしているようである｡
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